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企画広報分科会の概要

○ 分科会の構成 （敬称略）

（リーダー）

富田 義数 （三洋電機 研究開発本部 担当上席部長）

（サブリーダー）

小林 豊幸 （ＮＴＴコミュニケーションズ 法人事業本部 担当部長）

山内 正巳 （ＫＤＤＩ 官公庁営業部 グループリーダー)

松居 真一 （パナソニック コーポレートR&D戦略室 戦略企画第一グループ R&D推進チーム 参事)

○ 分科会の活動方針

１．創造系活動

・定期的な会員への研究ニーズ調査、内外の動向調査

・研究ニーズに基づき、新たな産学官連携研究開発テーマを検討

２．促進系活動

・各研究開発テーマ間の交流促進

・シンポジウムや施設見学会等イベントの企画・実施による産官学連携促進

・都市産業振興や市民生活向上の観点からのアウトプット活用方策検討などの成果活用促進

３．整備系活動

・研究開発整備要望など研究活動推進

-2-







-5-

各分科会への参加状況（２００９年３月現在）

ワーキンググループ（WG）の内訳

新世代ネットワーク分科会

分科会 相互接続性検証WG フォトニックWG ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝWG

44 21 21 11

ユニバーサルコミュニケーション分科会

分科会 言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝWG ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸWG ２次元通信WG 情報分析WG

54 5 9 21 10

ユニバーサル＆ロボットシティ専門委員会

委員会 ｵｰﾌﾟﾝﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑWG 生活支援型ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝWG

19 7 12

※WGのみ所属している人がいます。

※WGのみ所属している人がいます。
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２００８年度人材育成セミナー

２００８年度人材育成セミナーについて

◆日時：２００８年１０月３０日～３１日
３０日（木） ９：２０－１６：４５
３１日（金） ９：２０－１６：４５
※１コマ９０分×２日間（８コマ）の集中講義

◆場所：近畿総合通信局 ４階会議室

◆テーマ：「ユビキタスネットワークの現状と将来動向－ RFID（電子タグ）,センサネットワークから
無線LAN、WiMAX、次世代携帯電話、情報家電ネットワーク、通信放送融合を展望」

◆講師：阪田 史郎 氏（千葉大学大学院融合科学研究科 教授）
２００４年までＮＥＣ研究所所長。インターネット、マルチメディア通信、ユビキタスネットワーク関連の著書30余。
内閣府、総務省、経産省の情報通信関係（無線通信、ユビキタスネットワーク、情報家電ネットワーク、
センサネットワーク、次世代インターネット、アドホックネットワークなど）の主査、委員を多数務める。
専門分野： 情報通信ネットワーク、ユビキタスネットワーク

◆内容：２１世紀に突入以降、ユビキタスネットワーク技術の進展は目覚しい。
さらに、２０２０～３０年の次世代ネットワークＮＧＮから新世代ネットワークへ 移行に向けた研究が開始されている。
いずれのネットワークにおいても、その中核として、成長期を迎えるユビキタスネットワークの重要性はますます高まる。
本講義では、ユビキタスネットワークに関して、RFID（電子タグ）, センサネットワーク、無線LAN、WiMAX、次世代携帯電話、情報家電ネッ
トワーク、通信放送融合を中心に現状と将来展望を述べる。

◆定員：２０名

◆費用：テキスト代 ２０００円

◆応募者数 ：１５名

◆コメント ：有益度、難易度、時間、場所、資料すべてにおいて高評価であった。今後のテーマとしては、ユーザイン
タフェースやソフトウェア無線、センサーネットワーク、IPTV、モバイルWiMAX等を希望する意見があった。

◆課題等 ： 講義内容や講師は毎回好評であるが、受講者集めが課題である。話題性のあるテーマ設定をして、周
知対象を広げていく工夫が必要。

阪田 史郎 氏












